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く検証事例1小 学校第6学 年 社 会 「おたあ ジュリア」

「地域に伝わ る、rお たあジュ リア』の話を調べ ることを通 して、

歴史的事象を身近 な もの と して とらえ、 自ら学ぶ意欲を高める指導の工夫」

〈検証事例2小 学校第6学 年 社会 「戦国時代の青梅」 〉

「地域の歴史を調べ、発表す る活動を通 して、

自 ら学ぶ意欲を高め、学ぶ力、表現力を高め る指導の工夫」

〈検証事例3小 学校第5学 年 社会 「炭 ってすごい」 〉

「炭焼 きの体験活動を通 して、地域を愛 し大切に しよ うとす る

心情を育 て、学ぶ力、表現す る力を高める指導の工夫」

〈検証事例4中 学校第1学 年 国語 「伊豆大島 と八丈島への旅」 〉

「パ ソコ ンを効果的 に使 った発表活動を通 して、

自ら学ぶ意欲 を高め、表現す る力を高め る指導の工夫」

〈検証事例5中 学校第2学 年 理科 「回路 を流れる電流」 〉

「導入及び教材 の工夫 と体験 的な実験 によ って、

生徒の学ぶ意欲 を高め る指導 の工夫」
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研究主題 体験 的な活動を生か し、児童 ・生徒

の生きる力を育む指導の工夫

1研 究主題設定の理由

1生 きる力 につ いて

第15期 中教審第一次答申が 、 これか らの教育の在 り方を生 きる力の育成へ焦点化 した。へ

き地校(島 しょ ・多摩 西部 山間地域校)に おいては、素直で純朴、かつ穏和で、与え られ た

課題 に真剣 に取 り組む子ど もが多 い一 方、 自分で課題を見付 け解決す ることが苦手で、自分

の考 えを表現 し周 りの人 と意見 を交換す ることが不得手な子 ど もも多い。また、身近 な 自然

に触 れる機会が減少 し、地域への関心や愛着が希薄になって きている。 これ らの実態か ら、

へ き地学校の子 ど もたちに身に付 けさせたい生 きる力について、以下の3点 のよ うに考えた。

① 自ら課題 を見付 け、よ りよ く問題を探究で きる力

② 人 とのかかわ りの中で 自分 と他人の考えを大 切に しなが ら共に高め合うことがで きる力

③ 地域の 自然や文化を理解 し、地域社会の一員 と しての 自覚を もって行動で きる力

各研究員の所属す る学校で は、子 どもの実態や地域性はそれぞれ に異な り、教師が 子ど も

に身 に付けさせた い力 も異なるが、我々が取 り組 むべ き共通の課題 もまた少な くない。各校

それぞれの子 ど もたちの実態 を考慮 しなが ら、 これ らの力を育むための指導方法 にっいて研
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究を進めてい くこととした。

2生 きる力の育成について

生 きる力を育むためには、子 どもたち一人一人が課題設定か ら解決まで を、 自分のヵで、

あ るいは友達 と協力 して成 し遂げる過程 が大切である。そ こで、体験的 な活動を学習過程の

中に積極的に取 り入れ ることに した。特に、社会の変化 に対応 し生 きて働 く力を身 に付けた

り、人 とのかかわ りの中で 自分を高めた り、地域を理解 した りす るため には、子ど もたちが

多様な体験をす ることが極 めて効果的であ ると考え る。 そ して、地域の特性を生か しなが らて

課題発見 と探究のある学習や、周 りの人 と高め合 う学習を進め ることによって、子ど もたち

が地域を理解 し、地域社会の一 員と しての 自覚を もって行動で きると考えた。

その際、教師が子ど もの発達段階を考え なが ら、体験活動を取 り入れ、継続的な指導を行

うことによ って、段 階を経て育 んで い くことが必要で ある。 また、学校全体での取 り組みや、

地域社会や家庭 との連携 も考えてい くことが必要である。

以上の ことか ら、へ き地 教育部会では本年度の研究主題を 「体験的 な活動 を生か し、児

童 ・生徒の生 きる力を育む指導の工夫」 と設定 し、各校の実態 を考慮 した授 業実践を通 して

研究活動を進あて い くこととした。

皿 研究のね らい

児童 ・生徒一人一人が、学ぶお も しろさや感動を味わい、自 ら考え判断 し、主体的 に問題

解決 してい く態度 ・能力を育 てる指導の在 り方につ いて考察 し、研 究仮説の有効性 にっいて

検証 してい くことをね らいとする。

皿 目指す児童 ・生徒像

本研究 において 目指 すべ き児童 ・生徒像 を次のよ うに考えた。

① 自 ら課題 を見付け、よ りよく問題を探究で きる児童 ・生徒

② 人 とのかかわ りの中で、 自分 と他人の考えを大切 に しなが ら共 に高め合 うことがで きる

児童 ・生徒

③ 地域の 自然や文化を理解 し、地域社会の一員 と して自覚を もって行動 で きる児童 ・生徒

IV研 究の仮説

上記、児童 ・生徒 を育て るために、以下の仮説 を設定 した。

① 興味 ・関心を引 き起 こす導入を工夫す ることにより、 自ら学 び自 ら課題を解決 しよ うと

す る意欲が高 まるであ ろう。

② 学習活動の中に、他の人たちと協力 した り意見交換す る場を設定す ることによ り、共 に

高め合 って いこうとす る態度が育 まれるであろ う。

③ 地域に根 ざ した体験的な活動を取 り入れ ることによって、 より豊かな感性 が育 まれ、地

域社会の一員 と しての 自覚を もつ ことがで きるであろう。
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V研 究の全体構想

学校教育のねらい

①心豊かな人間の育成 ②基礎 ・基本の重視と個性を生かす教育の椎進

③ 自己教育力の育成 ④文化とイ云統の尊重と国際理解の推進

一 地域の特性 一 保 護 者 の 願 い 一 ・一 児童 ・生徒の実態 一 指導の実態

*伝 統的文化の継承 *豊 かな人聞関係 *素 直 ・素 朴 ・穏 和 *き め細かな児童 ・生

*豊 かな自然環境 *楽 しい学校生活 *異 学年間の密接な関係 徒理解
*過 疎化、少子化に *確 かな学力 *自 然に触れる機会が少 *豊 富な地域素材

よる地域の変容 *健 康で安全な生 な くな って きて い る *集 団的活動が比較的

*交 通が不便 活 *人 間関係が親密である 困難
*地 域 と学校との結 *地 域の一員 *与 え られた課題にはま *主 体的活動を促す指

びつきが強い *地 域の特性を生

か した教育

じめに取 り組む
*自 分の考えや気持ちを

導の必要性

表現するのが苦手

1

平成11年 度研究主題

体験的な活動を生か し、児童 ・生徒の生きる力を育む指導の工夫

研究のねらい

児童 ・生徒一人一人が、学ぶお もしろさや感動を味わい、自ら考え判断
し、主体的に問題解決 していく態度 ・能力を育てる

目指す児童 ・生徒像

①自ら課題を見付け、よりよく問題を探究できる児童 ・生徒

②人とのかかわりの中で、自分と他人の考えを大切にしなが ら共に高め合うことができる

児童 ・生徒

③地域の自然や文化を理解 し、地域社会の一員として自覚をもって行動できる児童 ・生徒

研究の仮説

① 興味 ・関心を引 き起こす導入を工夫することにより、自ら学び自ら課題を解決 しようとする意
欲が高まるであろう。

② 学習活動の中に、他の人たちと協力したり意見交換する場を設定することにより、共に高め

合っていこうとする態度が育 まれるであろう。

③ 地域に根ざした体験的な活動を取り入れ ることによって、より豊かな感性が育まれ、地域社会
の一員としての自覚をもつことができるであろう。

①小河内小

検 証 事 例
②野増小 ③青梅 ・第六小 ④末吉小

〈お母さんたちにそ

ばうちを教えよう〉

小学1年 生活

くおたあジュリア〉

小学6年 社会

〈戦国時代の青梅 〉

小学6年 社会

〈炭ってすごい〉

小学5年 社会

⑤ あきる野 ・東中 ⑥瑞穂中 ⑦長池小 ⑧青梅 ・西中

〈伊豆大島と八丈島
への旅〉

中学1年 国語

〈回路を流れる電流〉

中学2年 理科

〈作 って 、遊 ぼ う 〉

小学2年 生 活

〈植物のなかま〉

中学1年 理科

授業の分析と評価を通 した仮説の検証

研究のまとめと今後の課題
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VI研 究の 内容

<検 証事例 ・その1>

事例名 「地域 に伝わ る、 『おたあジュ リア』の話 を調べることを通 して、

歴史 的事象 を身近な ものと してとらえ、 自ら学ぶ意欲 を高める指導の工夫」

小学校 第6学 年 社会

1単 元名 とねらい

(1)単 元名

大島に伝わる 「おたあジュ リァ」の話か ら信長、秀吉、家康の時代を調べ よう。

(2)単 元のね らい

ア 大 島に伝わ る 「おたあ ジュ リア」の話か ら信長、秀吉、家康の時代に興味、関心を もち、

戦乱の世の中が しだいに統一 されて いった様子や外国 との関係 をと らえ ることがで きる。

イ 絵画、地図、年表、資料集な どを もとに、3人 の武将の戦いや政治の様子を調べ、各 自

の歴史絵巻物 にまとめる ことがで きる。

ウ 「おたあジュリァ」の ことを調べ る ことか ら、身近 な地域(大 島)に 対す る理解 と愛情

を深め ることができる。

2単 元 を通 した授業仮説

ア 「おたあ ジュ リァ」にっいての話を地域の人か ら聞いた り、地域の史跡を訪ね、調べた

りす る活動 を取 り入れ ることによ り、児童 は歴 史上の事象を身近 な もの として と らえ、 自

ら課題を見付 けて学習を進め るであろう。

イ ー学 習で得 られ た事柄を発表 した り、相互の意見を交換 した りする活動をす ることで、学

習をよ り深め ることがで きるであろ う。

ウ 地域に根 ざ した歴史教材 を扱 うことで、児童 は、地域 に対す る関心を高あ るとともに郷

土への誇 りを もっ ことがで きるであろ う。

3地 域の様子

大 島は、周囲を海に囲 まれ、中心 に活火 山、三原 山を有す るたあ、独特 な伝統 ・文化を育

んで きて いる。島民の多 くは、観光業、漁業、農業 に従事 して いる。島 しょのため交通機関

が船 、飛行機に限 られ、 これ らは、台風、冬の季節風な どの天候 に左右 されやすい とい う難

点があ る。

小学校 は7校 ある。 ほとん どの学校で児童数が減少 し、一人一 人の児童に応 じた指導 はで

きる ものの、ある程度の人数を必要 とす る学 習や活動がむずか しい、 という問題があ る。

4児 童の実態

男子2名 、女子2名 の少人数 の学級である。交友関係 は、学年を超 えた、縦 のっなが りが

強い。年長の者が年少の者の面倒 を見 るということが、 ごく自然 に行われてい る。反面、幼

児期か らの固定化 された関係が様々な学習や活動 に影響をおよぼ して しまうこともある。個

に応 じた指導 は行 いやすい反面 、話 し合い活動は、話題の広が りなどの点で 十分 な もの とな

りに くい。

歴史学 習に対す る興味 ・関心 は高 まりつつあ る。児 童 に学習 内容 についての問題 意識 を

しっか りもたせ ることが、その後の学習を充実 した ものに してい く上で大 切なことであると

考え る。
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5単 元学習指導計画における仮説と検証の視 点(7時 間)

寺露 学 習 計 画 各段階における仮説一 検 証 の 視 点

1

2

3

4

5

6

7

長篠合戦の絵画資料、

VTRを もとに、3人

の武将の戦いを調べ、

全国統一への歩みにつ

いての 自分な りの学習

悶題を作 る4

「おたあ ジュ リア」の

史跡を見学 して、歴史

的事象に関心 を もつ。

地域の人か ら 「おたあ

ジュ リア」の話を聞い

て、 この時代の歴史的

事象と大島 とのっなが

りを とらえ る。

(本時 第3時)

学習問題の解決 に向け

た調査を しr歴 史絵巻

物』にまとあ る。

◎ 信長が統一をめざす。

↓

◎秀吉が大名を したが

え る。 ↓

◎ 家康が江戸幕府を開

く。

☆ 「おたあ ジュ リア」

と大 島。

学習で得 られた ことを

発表 し合 う。

●視覚 に訴え る資料を活用

す ることで、児童の興味

・関心 を引 き出す ことがで

き、学習内容への問題意

識が 高まるであろ う。

●大島の史跡を実際 に見学

す ることで、歴 史的事象

をよ り身近な ものと して

とらえ られ るだろ う。

・地域教材を取 り上 げるこ

とで、歴史的事象を より

身近 な もの と して とらえ

られ、その ことが意欲的

な 学 習 に っ な が るだ ろ

う。

・自らが立てた問題の解決

を図る活動を設定すれば

児童 は、意欲的に学習に

取 り組むであろ う。

●児童対教師、児 童相互の

意見交換の場を設定すれ

ば、児童の考えは、よ り

深 まるで あろう。

●発表の場 を設定すれば、

児童の歴史認識を深める

ことがで きるであろ う。

・資料を見 て、歴史的 事象に関

心を もち、 自分な りの言葉で

学習問題 を作 ることがで きた

か。

●史跡見学か ら、歴史的事象を

身近な もの として とらえ るこ

とがで きたか。

● 「おたあ ジュリア」の話を聞

いて、疑 問点を質閤 した り、

自分な りの感想を まとめるこ

とがで きたか。

・自 らが立 てた問題の解決のた

めに、意欲的 に学習がで きた

か。

●意見交換を しなが ら学習の成

果を発表 し合 うことがで きた

か。
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6本 時の学習指導

(1)題 材 大島に伝わ る 「おたあジュ リア」の話を聞 こう。

(2)本 時のね らい

ア 「おたあ ジュリア」の話 を聞いて・3人 の武将 の時代の歴史的事象 を身近な もの と して

とらえることが できる。

イ 話 し手 に質問をす る中か ら 「おたあ ジュリア」に対す る自分 な りの考えを もっ ことがで

き る 。 ・ミ

(3)本 時の授業仮 説

地域教材で ある 「おたあジュ リア」を取 り上げ ることで・児 童は歴史的事象をよ り身近to

もの と して とらえる ことがで き、学習への意欲が さ らに高 まるだろ う。'

(4)展 開`'

児童の活動 教 師の支援 ・指導上の留意点 検言正の視点(方 法)

導

入

各 自が調べて きた こ

とを発表す る。

・自宅学習の課題 として 「おたあ ジュ

リアJに ついて家庭や地域の人にイ

ンタ ビュー してお く。

・発表内容か ら疑問点を整理 して 「お

たあ ジュリア」に対す る問題意識 を

高め るよ うにす る。

・自宅で調べて きた こ

とを意欲的に発 表 し

てい るか。

(観 察)

展

開

「おたあ ジュ リア」

につ いて の 話 を 聞

く。

疑問に思 った ことを

講師に質問す る。

・大島の歴史を研 究 してい る方を講二師

に招 き、 「おたあ ジュ リア」 にっい

ての話を していただ く。内容、時間

な どは、事前に打 ち合わせてお く。

●導入で整理 した疑問点を振 り返 らせ

て、質問す る内容 を考え させ るよう

にす る。

i・ 疑 問 に 思 った こ とを

瞳 繋 質問し
(観 察)

ま

と

め

「お た あ ジュ リア 」

に つ い て の 感 想 を

ワー クシー トに書 く。

・ワークシー トを用意す る。

.本 時で出て きた歴史的事象をおさえ

て次の学習への意欲を高め る。

・自分 な りの 考 え を ま

とめ て い るか 。

(記 述 内容)
1

(5)評 価

「おたあ ジュ リァ」を通 して、歴史的事象を身近 なもの として とらえ、3人 の武将 の時代

に対す る自分な りの考えを もっ ことがで きたか。
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7授 業仮説 に対する評価

*仮 説1〈 課題の もたせ方 、導入の工夫について 〉と、仮説3〈 郷土への誇 り、地域社会に

対す る意識につ いて 〉

今回の指導では、児童の 日常生活 と歴史的事象 との距 離を縮め ることを最大の 目的 とした。

社会科 の授業で取 り上げ る、主 な歴史的事象の多 くは、大 島という島 しょの児童に とって は、

か け離れた存在である。 したが って、歴史 に対す る興味 ・関心が薄 く、また知識 も多 くはな

か った。そこで、主 な歴史的事 象 と大島 とい う地域 との関連 を取 り上げて教材化 し、児童に

提示す ることと した。

導入段階で、大島に伝わ る 「おたあ ジュ リア」の話を取 り上げ、各家庭での学習、史跡の

見学、 そ して地域の人 の話 を聞 く活動を設定 した。 その結果 、児童 は、直接得 られて くる

「おたあジュ リア」の人物像を通 して、歴史を身近な もの と して とらえて いった。 さらに、

大島に伝わ る 「おたあ ジュ リア」の話 を窓 口として、キ リス ト教の伝 来 と3人 の武将 による

キ リス ト教対策、秀吉の朝鮮侵 略、 関 ヶ原の戦い、家康 の江戸開幕 とい うよ うに、 「おたあ

ジュ リア」 と主な歴史的事象 との関係 を知 ることによって、課題意識が広が り、その後の学

習が充実 したもの とな った。

また、わが国の歴史の 中にお ける、大島 とい う地域が果た した役割を クローズァ ップ した、

ことによ って、児童か ら 「大島 って、す ごいね。」 とい う感想が聞か れた。普段、何気な く

見過 ごしていた地域の歴史の中 に大 きな発見を し、歴史学習の過程 で、郷土への誇 りにっな

が る意識を得 られたことは、大 きな収穫で あった。

〈歴史的事象 を身近 にとらえ、 自分な りの課

題を もつ。 〉

キ リス ト教 の伝来 ・秀吉の朝鮮侵略 ・関 ヶ原の戦い ・家康の江戸開幕 く学習の充実 〉

〈郷土への誇 りを もっ 〉

8成 果 と課題

(1)地 域 に伝 わる歴史教材を取 り上げた ことで、家庭 や身近な人か ら直接、話を聞いた り、関

係 の史跡を実際に歩いた りす ることがで きた。 この結果、児童は、歴史的事象を身近な もの

と して と らえることがで きた。

② 歴史的事象に対す る興味 ・関心が高 ま り、学習が充実 した ものにな った。

(3)地 域 に伝わ る、歴史的事象 や史跡を調 べ ることで、児童の地域 に対す る理解 が深 ま り、

「大島 ってす ごいな。」 とい う、郷土への誇 りを もたせ ることがで きた。

(4)今 回の指導で は、 「おたあ ジュ リア」を通 して、信長、秀吉、家康の時代の様 々な歴史的

事象にせ まったわけであ るが、 「おたあ ジュ リア」の生涯 についての学習が十分な もの にな

らなか った。歴史学習全体の中で 、どの程度、地域の歴史を取 り入れてい くか、内容 、指導

時間 ともに、今後検討 してい く必要が あ る。
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<検 証事例 ・その2>

事例名 「地域の歴史を調べ、発表す る活動 を通 して、

自ら学ぶ意欲を高め、学ぶ力、表現力 を高める指導の工夫」

小学校 第6学 年 社会科

1単 元名 とね らい

(1)単 元名 「戦国時代の青梅」

② 単元のね らい

ア 戦国時代の青梅の歴史 を、 日本 の歴史 と関連 させて理解す ることがで きる。

イ 戦国時代 に三 田氏が青梅の産業 や文化の発展 に果た した役割を理解す ることがで きる。

ウ 見学 した り調査 した ことをまとめ、発表す ることがで きる。

2単 元 を通 した授業仮説

ア ビデオ教材を活用す るな ど、導入を工夫す ることにより、 自ら学 び課題を解決 しよ うと

す る意欲が高 まるであろ う。

イ 工夫 した発表会の場 を設定する ことによ り、共 に高 め合 い認あ合 っていこうとす る態度

が育 まれ るで あろ う。

ウ 地域の歴史 を調べ ることにより、よ り深 く地域を理解 し、地域 に誇 りを もっ ことができ

るよ うにな るであろ う。

3地 域の様子

青梅市の最西端にある本校 は、古 くか ら関東の霊山 として人 々に尊崇 されて きた武蔵御獄

神社を はじめと して、史跡や伝統芸能が多 く残 された地域 にあ る。 また、秩父多摩国立公園

の中にあ り、春秋 には多 くの観光客がハイキ ングや川遊 びに訪れ る、 自然環境に恵まれた地

域 で もある。

本校は、本年度創 立126年 目の歴史 を もち、保護者や地域の人の多 くが本校の卒業生であ

る。地域の人々の本校 に寄せ る期待は大 き く、学校行事な どをは じめ本校 の教育活動 に理解

を示 し、大変協力的である。児童数213人7学 級で、年々児童数は減少 して きている。 昭和30

年青梅市 との合併 によ り現在の校名になるが、それまでの三田村立三 田小学校の校歌が現在

も校歌 として歌われ、三田地区、三 田の学校、三田 っ子 という言葉が 日常的に使われて いる。

4児 童の実態

学区が広い割 に児童数が少ないので、下校後友達同士で遊ぶ ことが少 ない。学校での遊び

が子 どもた ちの交流の中心である。保育園の ころか ら同 じ集団で過 ご してきているため、互

いの理解が よ くで きていて、助 け合い協力す ることはよ くで きるが、人間関係が固定化 して

切磋琢磨 して高め合 うことはあま りない。素直で言われた ことは しっか りとで きるが話 し合

い も特定の子の意見で決定 して しま うことが多 く、多様な見方や考え方があま りできない。

子 どもたちは歴史の学習が好 きであ る。特 に、石器や土器に興味 を もって、どのように し

て石器や土器が作 られたのか、川原の石で石器が作れるのかなどに興味を もって学習 して き

た。一学期には、青梅市郷土博物館の先生を学校 に招 いて、石器を実際 に作 ったり、石器の

使い方な どにっ いて話を聞いた りして きた。 自分たちで調べて きた ことを発表す ることにも

興味を もって取 り組み、平安時代の学習では、調べたことを劇や紙芝居に して発表 したりした。
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三田氏 ・海禅寺 ・鎧塚など本単元に関す ることの知識は、名前 は聞いたことがあ るが 、詳

しいことはほとん ど知 らない。そ こで、信長 ・秀吉 ・家康の三武将 による天下統一 とい う大

きな流れを学習 した上で三田氏を取 り上げ ることに した。

三田氏 に関係す る史跡や建物な どを見学 した りして調べ ることによ り、戦国時代 という歴

史 の新 しい流れの中を生 き抜 くことがで きなか った三田氏の姿や、三田氏が青梅の文化や産

業の発展 に果 た した役割などを、子 どもたちな りに理解 させ表現 させたいと願 って いる。

5単 元学習指導計画 における仮説 と検証の視点(7時 間)

時
}学 習 計 画

各 段 階 に お け る 仮 説 検証の視点

1 戦国時代の青梅につい ・ビデオを見 ることによ り、概略を知 り ・真剣に ビデオを

て ビデオを見て課題を 意欲を もって取 り組むことがで きるで 見ていたかO

も つ 。 あ ろ う。 ●自分な りの課題

を もっ ことがで

きた か。

・発表の方法を考

・課題 や発表の方法 に ・発表の方法を工夫す ることによ り、調 えることがで き

よって班を作 り調べ べ る意欲が高ま り、活動の見通 しを も たか 。

る計 画を立て る。 っ ことが で き るで あろ う。

夏 グループで見学に行 っ ●グル ー プで 調 べ るこ とに よ り、 協 力 し ・グル ー プ で協 力

休 た り、 資料 集 め を す て よ りよい発表を しよ うとす る態度が して調べ ること

み る 。 育 つで あ ろ う。 が で きた か。

な ・地域を調べ ることによ り、地域の歴史 ・必要な資料 を集

ど に関心や理解が深 まるであろ う◎ めることがで き

たか 。

2 愛宕神社の見学 ・博物館の先生の話を聞 くことによ り、 ・真剣 に話が聞け

。郷土博物館の野村慎 地域の歴史について意欲が 高ま り、 よ たか 。

三郎先生か ら三田氏 り深 く地域を理解す ることがで きるで ・進んで質問がで

に つ い て お 話 を 聞 あ ろ う。 きたか 。

く 。

3 集 めた資料を もとに、 ●資料を有効 に活用することによ り、工 ・適切 な資料を選

4 発 表の準備をす る。 夫 した発表をす ることがで きるであろ び発表の工夫が

5 う 。 で きたか 。

・友達の よさを認

・協力 して作業す ることによ り、友達の め合い協力する

霧躍 鵬 野 韓する剛
こ と が で き た

か。

6 班 ごとに発表 し、聞き ・発表会を開 くことによ りお互 いの よさ ・友達の発表 のよ

7 合 う。 を認め合 い、お互 いを高め合 って い く さを認め ること

(本時6時) ことが で き るで あ ろ う。 が で きた か。

感想を書 くこと

が で きた か。
1
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6本 時の学習指導

(1)題 材 「三 田氏 にっいて発表 しよ う」

(2)本 時 のね らい

ア 三田氏 について調べ たことや考えた ことを発表す ることがで きる。

イ 戦国時代の青梅の様子や、三田氏が青梅地方の産業や文化の発展 に果た した役割を理解

す ることがで きる。

(3)本 時の授業仮説

ア 地域の歴史を学ぶ ことによ り、地域を より深 く理解 し、地域 に誇 りを もっ ことがで きる

であろ う。

イ 協力 して発表 し合 うことを通 して、お互 いを認め合 い高め合 うことができるであろ う。

(4)展 開

＼ 児 童 の 活 動 教師の支援 ・指導上の留意点 検証の視点(方 法)

導 ・本時のね らいを確認 ●発表の順序や課題の確認を ●静か に話が聞けたか。

入 す る。 す る。 (観察)

(
●よ い点 を ワー ク シー トに メ ●メモやデ ジタル カメラの用

5 モ した り、 デ ジタル カ メ ラ 意がで きているか。

分 に記 録 す る こ とを 確認 す
)

る 。

班 ごとに発表す る。 ●発表の順序や進行を しなが ・地 域 の歴 史 が 理 解 で きた

・発表のよい ところを ら、器機の操 作などの補助 か 。 工夫 して 発 表 で きた

展 デジタルカメラで記 を す る。 か 。 協 力 して 発 表 で きた

開 録 す る。 ・必要 に応 じて発表の補足を か 。(観 察)

( 発表を聞 き終 わ っての す る。 ・ほかの班の発表のよい点 を

35 感想を記録をもとに発 ●発表を聞 く班が適切 に記録 記 録 で き た か 。(ワ ー ク

分 表す る。(※ 一 っの 班 で きるように留意す る。 シー ト ・デ ジタル カ メ ラ)

)

が終了す ることに) ●発表 のよい点 を認め合 える ・ほかの班の発表のよい点を

よ う留意す る。 デジタルカ 認めることがで きたか。

メラの操作の補助をす る。 (発言)

ま ワー ク シー トに記 入 し ●これか らも自ら調べてみよ ・さ らに地域の歴史を調べて

と た ことを発表す る。 うとす る意欲を もたせ るよ みよ うとい う意欲を もっ こ

め うにす る。 が で きた か。

(

5

分
) ー

i

(観 察 ・記 述)

1

(5)評 価

ア 三田氏にっ いて 自分 たちの考 えを まとめて発表で きたか。

イ 戦国時代 の青梅の様子や、三田氏が青梅地方の産業や文化の発展に果た した役割を理解
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す ることがで きたか。

7授 業仮説 に対する評価

*仮 説1〈 ビデオ教材を活用す るなど、導入を工夫す ることによ り、 自 ら学び課題を解決 し

よ うとす る意欲が高 まるで あろ う。 〉

導入に青梅市立第五小学校の榎本教諭が作成 した、アニメー ションビデオ 「青梅の戦国時

代Jを 活用 した。そのアニ メにより、三 田氏 にっいての概要をつかむ ことがで き、 さ らに名

前を聞 く程度 だった辛垣 山とか鎧塚などや、身近にあ って も特 に関心がなか ったお寺や神社

などの史跡を、夏休み中にたずねてみよ うとい う動 機付けがで きた。 その結果、ほ とん どの

児童が夏休み中に調べに出か け、写真や ビデオ に記録 して発表 に役立て るという活動 にっな

が った。

*仮 説2〈 工夫 した発表会の場を設定 する ことによ り、共に高め合 い認め合 ってい こうとす

`る 態度が育まれ るであ ろう
。 〉

調べ たことを発表す る方法 と して、劇 、紙芝居、テ レビ番組、パ ソ コンを使 った絵本、新

聞、パ ネルデ ィスカ ッシ ョンなど、多様 な方法を とった。 その結果、同 じ場所に調べ に行 っ

て も、発表の方法 によって、写真に撮 った りビデオに記録 した りと、必要に応 じて資料を選

ぶ とい うことがで きていた。 また、聞いてい る班がデ ジタルカメ ラで記録 し、話 し合 いに活

用す るなどの工夫 もした。 こうしたことによ り、単調にな りやすい発 表会が、バ ラエティに

富んだ発表 とな った。

*仮 説3〈 地域 の歴史を調べ ることによ り、よ り深 く地域を理解 し、地域 に誇 りを もっ こと

がで きるよ うになるで あろう。 〉

三田氏に関係が深 い愛宕神社をたずね、郷土博物館の野村先生に三田氏が栄えた背景や、

戦国時代の青梅 の様 子、 さ らに三 田氏が文化財保護に大 きな役割を果た した ことな どを話 し

て いただいた。 この ことにより、児童の関心を三田氏 と北条氏の戦いだけで な く、三田綱秀

ら、戦国時代に生 きた人 々の考えや生活に まで広 げることがで きた。

・8成 果 と課題

● 三田 っ子 と言われ育 って きた子 ど もた ちにとって はな じみの深 い名前であるが、意外 に

知 られて いない三田氏 という題材 を取 り上げた ことによ り、興味を もって学習に取 り組む

ことがで きた。

・ いろいろな発表方法で生 き生 きと活動 し、視聴覚機器の活用 も効果的で あった。調べて

きた資料 も有効 に活用 されていた。

。 発表の方法が違 うこと もあ って、真剣 に発表を聞 き感想を言 うことがで きた。 ビデォ ・

教材提示装置 ・パ ソコンな どの機器の活用 も、興味を高めた り効果的 な表現に役 立 って い

た。

・ 感想 メモの書かせ方 やデジタルカメラの操作などについては、 よりきめ細かな指導 があ

れば話 し合いが もっと活発 にな り、よ り高め合 う学 習とな った と考え る。

・ 北条氏や上杉氏 など三田氏 にかかわ った人 々にっいて調べ るな ど、課題を広げることで

より多様な見方や 、 日本の歴史の中に三田氏を位置付けた学習がで きたので はないか と考

え る。
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<検 証事例 ・その3>

事例 名 「炭焼 きの体験活動を通 して、地域 を愛 し大切 に しよ うとする心情を育 て、

学ぶ力、表現する力を高める指導の工夫」

小学校 第5学 年 社会科

1単 元名とね らい

(1)単 元名 「炭 って す ごい」

(2)単 元のね らい

ア 伝統的技術 を生か した工業 は、原料や土地条件、技術な どを生か してい ることを理解 し、

製 品の もっ意味につ いて考 え る。

イ 自らの課題 に基づいて、学習 した ことを友達 同士で交流 し、分かち合 うことにより表現

意欲 を高め、お互 いを尊重 し合 う態度を育成す る。

ウ 地域で伝統的技術を守 る人に直接触れ、 その知恵や工夫を知 り、 自然 と人間の関係を学

ぶ と共に、八丈島の自然や文化を守 り大切 に しようとす る心情を育 て る。

2単 元 を通 した授業仮説

ア 実際の炭を見た り、製造工程の写真等か らクイズ形式で、炭 についての興味 ・関心を引

き起 こせば、その後 の学習 に主体的に取 り組 み、課題を もって解決 してい くであろ う。

イ 身近 な人 と触れ合 った り、友人 と意見を交流 し合 う場 を学 習活動の中に設定すれば、相

手の考 えを受 け入れた り、認 め合い高 め合 った りす る好 ま しい入 間関係 が育 まれ るであろ

う。

ウ 島の 自然に密接 にかかわる教材を取 り上げ、体験活動を行えば、 自分たちが暮 らす島へ

の意識を高め、地域社会の一員 としての 自覚を もつで あろ う。

3地 域の様子

八丈 島は東京か ら南へおよそ284km離 れ、八丈富士 と三原 山二 つの山系か ら成 る ヒョウタ

ン型の島である。周囲約58.9km、 面積約69.52k㎡ 、人 口1万 人弱。

島には、小学校5校 、 中学校4校 、高校1校 あ り、末吉小学校 は全校児童32名 とい う小

規模校であ る。

一 日1便 の定期船や、5便 の航空機が発着 し、東京都 内の流行の物はす ぐに手に入れ易 く、

テ レビも東京都内と同 じ番組が見 られる。携帯電話の普及等、都会の生活 と変わ らない部分

と、島の自然を大切に生活 して いる部分 と両面を備えてい る。

4児 童 の実態

男子4名 、女子3名 の クラスで ある。 自分の思 いや考えを全体 の場面で表現す ることを苦

手 とす る傾向にあ る。 自信を もつ ことや、様 々な方法 を認め ること等 に配慮 しなが ら表現力

を高め、友人同士の心の交流 を深 めてい きたい。

炭を使 っている家庭が4軒 。 いろ り、火鉢 などで実際 に自分で炭を使 った ことのある児童

は7名 中2名 であ る。家族 とバ ーベ キューで使 った とい うことで七輪 やカマ ドでの火お こし

の経験のあ る児童 はいない。炭 はどの ように作 るか、知 らない児 童が ほとん どなので この題

材を取 り上げる意義は大 きい。炭 の多岐にわたる使用方法を調べた り、炭のよさを見直 した

りす る良 い機会と したい。

一12一



5単 元学習指導計画における仮説 と検証の視点(16時 間)

時 学 習 計 画 各段階における仮説 検 証 の 視 点

1

國

炭 クイズをす る。 ●炭について、素朴な疑問をだ ・これか らの活動に興味を

・炭 に つ いて 知 って い す ことによ り、学習の方向付 もち、見通 しを立てるこ

ること気付 いた こと けがで きるであろう。 とが で きたか 。

を知 らせ る。

2 炭の秘 密を調べ よう。 ・自分で調べ たい事を取 り上げ ・自分で決めた課題に自分

● 炭の効用 る こ とに よ り、 意 欲 を もって な りの方法で進んで取 り

3 使い方 いろいろ 調べ学 習に取 り組むであろ 組む ことができたか。
● 炭焼 き小屋の様子

,

つ 。

4 炭作りの工程
● 割 り箸で炭 を作 ってみ

5 よ う 。

6 さあ!炭 焼 き小屋の探 ●炭焼 き小屋 を前 に、 自分たち ・炭焼 きの工程の 中か ら自

検 に行 こ う。 が出来 る作 業を考え ることに 分の体験 したい ことを見
・ど うな って い るの か よ り、体験 活動への意欲が高 っ け る ことがで きたか。

な? ま るで あ ろ う。

7 思 い切 り働 こ う。 ●体全体を使 って、思い切 り働 ・自分でで きることを見付

● ～炭焼 き体験～ く体験をす ることによ り、働 け、進んで炭焼 きの仕事

8 ☆①生木を切 る。 く人の苦労 や知恵 を、身を も の体験がで きたか。
● ☆②生木を運ぶ。 も って 学 ぶ で あ ろ う。

9 ☆③炭焼き窯に生木を ●友達 と協力 し合い、炭焼 き名 ●友達 と協力 し合 って活動

● っ め る。 人か ら教えを乞 う活動か ら、 で きたか 。

10 ・④窯をあたためる。 お互 いの気持 ちを交流 し合 い
● 。⑤窯 に火を入 れる。 相手 を大切 にす る気持 ちや、 ・手間ひまか けた仕事の こ

ii ・⑥ 窯 をふ さ ぐ。 尊敬す る気持 ちが もて るであ だわ りを感 じることがで
・

12

・⑦窯 の 火 や 煙 を 見 ろ う 。 きた か。

る 。

・⑧ 窯のすべてをふ さ ☆印 ・体験す るところ

いで火を止め る。 。印 ・見 学 す る と ころ

・⑨ 窯を冷 ます。

☆⑩ 炭を出 し、切 る。

13 できた炭 を使 ってみよ ●自分 たちで作 った炭を実際に

う 。 使 って み る ことに よ り、充 実

炭を使 って火お こ し体 感を味わい昔か ら伝わ る島の

験 をす る。 【本時】 産 業を見直す ことがで きるで

・必 要 な物 は 何 だ ろ あ ろ う。

う 。

・どうや って火を起 こ ●炭のよさを見っ けること

すのかな? が で きたか 。

14 他の伝統的工業の製品 ・他地域へ も目を開 き、 自分 な ・炭焼 き体験 も含め、他地
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o も調 べ て み よ う。 りの方法で表現す る活動 によ 域の伝統的工業につ いて

15 ・炭焼 き体験を まとめ り、友 人 の よ さを 認 め た り、 表 現 す る こ とが で きた
●

る 。 励 ま した りで きるであ ろう。
、

か 。

16 ・他地域の製品を調べ
-

て ま とめ る。

は じめて炭 を切 る体験 を した子 どもたち 火お こし体験に挑戦 してい る子ど もたち

1嚢＼ パ騒織 凝

纏
轍麟鍵 ノ露ジ が ㌔ 、

6本 時の学習指 導

(1>題 材 「自分 たちで作 った炭で火お こし体験 を してみよ う。」

② 本時のね らい

ア 火 お こし体験 をす ることによ り、昔の人の知恵 や工夫を感 じ取 ることがで きる。

イ 炭のよさを見付 ける ことができる。

(3)本 時の授業仮説

自分 たちで作 った炭 を実際に使 っての火 おこ し体験を通 して、昔 の人の知恵 を学んだ り炭

の よさに気付 いた りで きるであろ う。

(4)展 開

＼ 児童の活動 教師の支援 ・指導上の留意点 検証の視点(方 法)

導 火おこし競争 ・炭に火をっけてか らお餅 を焼 くま ・火お こ しのため に何が

入 レ ッ ツ ・ ゴ ー でな るべ く短い時間で行 うことを 必要か、今 までの経験

.一.
・持 ちよ った用具を 知 らせ る。 を踏 まえて考えてい る

10 確認 し火お こ しの か。(観 察)

分 準備をす る。
)
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展 『火 お こ しを始 め る。 ●グループ毎に、適切な支援を心が ・友達 と協力 し合 って活

開 ・自分た ちで考えた け る 。 動 して い るか 。

.一. 方法で炭に火をっ (観察)

30 け る 。

分
..

ま 炭をお こ してみての ・発表の視点 を明 らかにす る。 ・火お こ しで工夫 した事

と 感想を発表す る。 ・児童の発表のよいところを取 り上 か ら昔の人の知恵を感

め げ る。 じ取 る こ とが で きた

( か 。

5 ・炭のよ さに着 目 してい

分 るか 。(発 表)
..

⑤ 評 懸

火お こ しの方法を知 り、炭の よい ところを感 じ取 ることがで きたか。

了 授業仮説 に対する評価

*仮 説3〈 島の 自然に密接 にかかわる教材～体験活動～地域への意識 、社会の一 員と しての

自覚 〉

炭焼 き名人が、同級生 の祖父であるという身近 な存在。冬、今で も家で使 っているとい う

炭の作 り方は、実 は技術 や経験が ものを いう奥の深い仕事であ るとい う認識。そ して"大 変

な仕事"の 中に、効率よ く働 くための工夫(木 の切 り方、生木の持ち方 、運び方等)が あ る

とい う発見。体験の中か ら、児童 自ら気付 き、感心 し、尊敬で きた ことは意義深い と思 う。

8成 果 と課 題

(1)身 近 な教材、身近 な人 との触れ合い、多 くの学びが得 られ る炭焼 き体験 を通 して児 童はた

くさんの先人の知恵 を学ぶ ことがで きた。

(2>体 験活動の中か ら友人の新たな一面を発見 したり、炭焼 き職入 と しての一人の人間の生き

方を見っめ、尊敬す る態度を見 ることがで きた。

(3)新 しい ことへの挑戦で、 自分か ら調べよ うとす る気持 ちを もち、試行錯誤を くりかえ しな

が ら一っの ことをや りとげ る充実感を味わ うことがで きた。

(4>本 事例を、今後は社会科 と してではな く、総合的な学習の時間 としての発展を考えてい く

余地があ ると考え る。
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<検 証事例その4>

事例名 「パソ]ン を効果 的に使 った発表活動を通 して、

自ら学ぶ意欲を高め、 表現する力 を高める指導 の工夫」

中学校 第1学 年 国語科

1単 元 とね らい

(1)単 元名 「きれいな海を見 に行 こう1伊 豆大島 と八丈島への旅」

(2)単 元のね らい

ア 伊豆大島 と八丈島を題材 に、 自 ら進んで必要 な情報 を集めまとめ ることがで きる。

イ グループ ごとによ く話 し合 い、効果的 な作品を作 って発表す ることがで きる。

ウ コンピュータ ・リテ ラシー(基 本操作や環境設定の習熟)の 向上を図 ることがで きる。

2単 元 を通 した授業の仮説

ア 各種パ ンフ レッ ト、新聞、 ビデオ教材、 イ ンターネ ッ トなどを活用 して導入を工夫す る

ことによ り、 自ら学 び課題を解決 しようとす る意欲が高 まるであろ う。

イ グループ ごとの作 品づ くりを通 して、お互 いの考えを大切 に しなが ら、共 に高め合 い、

効果的な発表を行お うとす る態度が育 まれ るであろ う。

ウ ワー ドプ ロセ ッサー、プ レゼ ンテー ションソフ トなどを操作す ることによ って、パーソ

ナルコ ンピュータ(以 下パ ソコ ン)に 対す る興味 ・関心が高まるで あろう。

3地 域の様子

あ きる野市 は、東京40～50km圏 に位置 し、秋川 と平井川 の二っの川 を軸 と して、比較的緩

やかな秋川丘陵 ・羽村草 花丘陵 に囲まれ る平坦部 と、奥多摩 の山々に連 なる山間部か らなっ

て いる。

本校学区はあきる野市 の東端 に位 置 し、住宅団地や工業団地 と農業地域が混在 してい る。

また、本校 は昭和48年 に創立 された、市内では比較的新 しい学校で あ り、生徒数約500名 、

14学 級の中規模校であ る。地域 とかかわ りの深 い もの として は、例年9月 に行われ る二宮神

社祭礼の 「しょうが祭 り」への参加がある。

4生 徒の実態

全体的 にま じめで明 る く素直である。与え られ た課題 や試験勉強にっ いて は、比較的 まじ

めに取 り組むが、 自ら進んで課題を見つけ、 自分の力で解決 してい こうとす る意欲 に欠 ける。

また、他人の意見をよ く聞いた り、自分の考えや気持 ちを上手 に発表す る こと も不得意であ

る。

そ こで、新聞記事を読 み、 自分の考 えや意見 ・感想 を レポー トにま とめる授業を進めてい

る(NIE)。5WlHを 正確 に読み取 る練習か らは じめ、2学 期には、教科書 の単元 と関

連付 けて 「戦争 と子 ども」 とい うテーマで、 レポー トをまとめ る活動を設定 した。

同時 に、パ ソコ ン室のLAN上 で メールのや りとりをで きるよ うにす る、 ワープロの練習

を進 め、短期 閤で はあ るが、イ ンターネ ッ トの体 験 も積んで きている。

今後 は、 コンピュータ ・リテラ シーの向上を図 り、 「メールの交換 」、 「バーチ ャル会議

室での意見交換 」、 さ らに、 イ ンターネ ッ トを活用 して、他の学校 との交流を 目指 している。

このよ うな取 り組み によって、生徒たちが主体的 に学習で きるような工夫を重ねていきたい。
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5単 元学習指導計画 における仮説 と検証の視点(7時 間)

時 学 習 計 画 各段階 におけ る仮説 検証の視点

1 学習計画の説明を受 ●学 習 の 内容や 目標 を理解 す るこ とに ・今後の学習内容や

けて課題を もっ。 よ って、今後 の学習に対す る意欲を も 目標 を理解す るこ

学 習 グル ー プ(3 つ で あ ろ う。 とが で きた か。

っ)を っ くる。 ●お互 いに協力 しやすい グループをっ く ・お互 いに尊重 し合

る こ とに よ って 、 意欲 が 高 ま り、積 極 う意識が生まれた

的 に課題に取 り組めるで あろう。 か 。

2 各種 パ ンフ レ ッ トや ●資料を通 して、伊豆大島 と八丈 島の概 ・伊豆大島 と八島の

資料 を見て、伊豆大 略を調べ、興味 ・関心が高 まるであろ 概略を調べ ること

島と八丈島の概略を う 。 が で きたか 。

調 べ る。

3 資料 ビデオを見て、 ●映像に接す ることにより、見学地に対 ・伊豆大 島と八丈島

伊豆大島と八丈島の す る学 習意欲が高まるであろ う。 の概略を調べ るこ

概略を調べ る。 とが で きたか 。

4 グループ ごとに話 し ●生徒 たちの興味 ・関心に基づ いた見学 ・生徒一人一人が意

合 い、旅行計画を立 地を選ぶ ことによ って、よ り深 く伊豆 欲的に話 し合いに

て る 。 大島 ・八丈島を理解す ることがで きる 参加 したか。

で あ ろ う。

5 旅行計画を決定 し、 ●パ ソ コ ンを 利用 した プ レゼ ンテー シ ョ ・意欲 を も って 、 主

放 プ レゼ ンテー シ ョン ンの方法を学習す ることによ り、学習 体的に学習活動に

課 ソフ トに ま とめ る。 活動への意欲を高め ることがで きるで 取 り組め たか。

後 ※教師の技術的指導 あ ろ う。

6 イ ンター ネ ッ トで発 ●必要な情報を効果的にま とめる能力が ・協力 して作品をま

放 表用の資料を集め、 身 に付 くで あ ろ う。 とめることがで き

課 プ レゼ ンテー シ ョン ・発表方法を工夫す ることによ って、新 た か。

後 ソフ トを使 って 、発 しい表現方法を身 に付 け ることがで き ・聞 く側 の 立場 で 、

表の リハ ーサルを行 るで あ ろ う。 発表を工夫す るこ

う 。 とが で きた か。

※教師の技術的指導

7 グル ープごとに発表 ・プ レゼ ンテ ー シ ョ ンソ フ トを 効果 的 に ・お互 いによい点を

( す る。 使 うことによ り、豊か な表現がで きる 評価 し、認 め合 う

本 それぞれの発表に対 で あ ろ う。 ことが で きたか 。

時 して相 互評価 し合 ●お互 いに評価 し合 うことで、相手の主
)

う 。 張 を理解 し、よさを認 め尊重 しよ うと

す る態度 が身に付 くであろ う。
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6本 時の学習指導

(1)題 材 「パ ソコンを使 って、伊豆大島 ・八丈島について発表 しよ う」

(2)本 時のね らい

ア パ ソコンを使 った発表を通 して、主体的に学習す る意欲 を高あ る。

イ お互 いに評価 し合 うことで、相手の意見を聞き、尊重す る態度を養 う。

(3)本 時の授業仮説

ア グループで協力 し効果的な発表を行 うことを通 して、主体的 に学習す る意欲が高 まるで 壽

あろう。

イ お互いの発表を評価 し合 うことで、相手の意見や感想を尊重す る態度が養われ るであちジ

う。

(4)展 開

学 習 活 動 教師の支援 ・指導上の留意点 検証の視点(方 法)

導 本時の流れを確認す ・発表の進め方や課題を確認す る。 発表の段取りができ

入 る 。 ・評価カー ドの記入 にっいて説明す る。 てい るか。(観 察)

○グル ー プ ごと に発 ●発表の進行を助 けなが ら、使用機器 の 大島 と八丈島にっい

表 す る。 操作を行 う。必要 に応 じて発表の補足 て 理 解 が 深 ま った

展 ●発 表後 、評 価 カー を す る。 か 。(観 察)

ドに意見や感想を ●発表のよい点 を認め ることがで きるよ 協力 して発表できた

記入する。 うに留意す る。 か 。(観 察)

開 ・い くっ か の 評 価 ●机間指導を して、よい点 を認めてい る 各発表のよい点を記

カ ー ドを モニ ター 評価カー ドを取 り上げ る。 録す ることがで きた

に提示す る。 か 。(発 表)

ま パ ソコ ンを使 った発 ●パ ソコンを使 った学習活動 の長所 と短 パ ソコンを使 った学

と 表 に つ い て ま とめ 所を考えさせ る。 習活動に対 して意欲

め る 。 を持っ ことがで きた

か 。(観 察 ・記述)

(5)評 価

ア パ ソコ ンを使 った発表を通 して、 こμか らも主体的に学習 しよ うとす る意欲が高 まった

か。

イ 相手の意見や感想を尊重 し、相手の理解 を深 めようとす る態度が養えたか。

7授 業仮説 に対する評価

効果的な発表をす るための方法や工夫 について、生徒が アイデアを持 ち寄 り、話 し合 いを

進めた。 また、パ ソコンのプ レゼ ンテーシ ョンソフ トを用 いたことで、 イ ンターネ ッ トやパ

ンフ レッ トか ら取 り込んだ画像を発表作品に活用で きた。 このよ うな工夫によって、旅行計

画の発表が生徒 の視覚に訴え る もの とな り、大 いに興味 ・関心を高あることがで きた。

それぞれの発表を聞いた後、発表活動の内容 に対す る評価をカー ドに記入 し、カー ドに書
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かれ た内容 を、モニター画面上で全員に提示す ることで、お互いの意見や感想 をその場で交

換す ることがで きた。他者の意見 ・感想 に触れ ることによ り、自分の考えを深 めることがで

きた。

8成 果 と課題

(1)効 果的な発表を行 うための工夫 を生徒 自身が考え、お互 いの意 見を交換 し尊重 しなが ら、

発表作品をまとあ ることがで きた。 こうした製作過程の 中で、 自ら学 び課題を解決 しよ うと

す る意欲を高めることがで きた。

② 作品を製作 し旅行計画の発表をす るにあた って、パ ソコンや情報機器を十分に活用す るこ

とがで きた。 これ らの機 器を自 ら操作す ることによって、生徒のパ ソ コンへの興味 ・関心を

高め ることにっなが った。

(3)生 徒が記入 した評価カー ドを、す ぐにスキ ャナーで取 り込み、モニター画面上で全 員に提

示 した。 この ことで、よ りよい発表作品を作 るにはどう した らよいか とい う意見の交換が可

能 とな り、お互いに高め合お うとす る態度が見 られ た。

(4)生 徒の回答(一 部)

ア 内容が とて も楽 しく、よ くわか った。思わず行 ってみたいなと思 うところ もあ った し、

楽 しい場面 もた くさんあ っていいと思 う。

イ 本当に旅を しているみたいで よか ったです。発表 してい る人 もけっこう楽 しそ うで した。

また、わか りやすい説明で した。

ウ 八丈 島の発表 は、 とて も見 ごたえがあ った。 お魚 クイズ も楽 しか った。 ア ロエ園 やス

キ ューバーダイ ビングなど、行 きたいところがい っぱいあって楽 しか った。

エ スキューバ ーダイ ビングの写真が とて もきれ いで、本 当に海の中 に入 っている感 じが と

て もよか った。映像など工夫 していて、 とて もわか りやす くてよか った。

⑤ 今後の課題 として、 ワープロソフ ト、プ レゼ ンテーシ ョンソフ トの取 り扱いを含め、 さら

なるコンピュー タ ・リテラ シーの向上 を図 る必 要があ る。 それ は、 コンピュータが、生 きて

い く上で必要な ツールの一っ となるか らで ある。また、正確 に理解 し表現す る力、意見や考

え方を適切 に伝え る力を育て、総合的な コ ミュニケー ション能力を高め る指導の工夫 も必要

であ る。
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<検 証事例 ・その5>

事例名 「導入及び教材の工夫と体験的な実験によって、生徒の学ぶ意欲を高める指導の工夫」

中学校 第2学 年 理科

1単 元名 とね らい

(1)単 元名 「回路 を流れ る電流」

② 単元のね らい

ア 回路 にっ いての興味 を もち、課題を興味 ・関心を もって調べる ことがで きる。

イ 自らの課題解決のために、発 見 した ことを友達同士 で工夫 し、協 力 し合 うことによ り、

お互いを尊重 し合 う態度が育成 できる。

2単 元を通 した授業仮説

ア 生徒が 当た り前の ことであ ると考えている現象が、実 は当た り前の ことで はないとい う'

ことか ら、その現象に興味 ・関心 を もたせ ることを通 して、 自 ら学ぶ意欲や学ぶ力が身 に

付 くであろ う。

イ 目に見えない電気の性質を 自分で体験す ることを通 して、頭で理解す るので はな く、 自

分の体で知 ることによ って電気についてよ り深 く理解で きるであろ う。

ウ 友達同士で協力 して工夫 し合 うことにより、お互 いに より高め合 ってい くことがで きる

であろ う。

3地 域の様子

ア 狭 山丘陵の西端を取 り囲む ように広が る台地の町であ る。 町の南部には、米軍横 田基地

があ り、飛行機 の離着陸が多 い。

イ 町の中心の箱根 ケ崎 は、 日光街道(八 王子～ 日光)や 青梅街道の交わ る交通の要所 と し

て栄 えた。特産 の狭山茶の畑 も多 く見 られ るが、専業農家は少 な くなって きて いる。

ウ 保護者の教育 に対す る関心 は高 く、基本的な学習習慣の定着 と学力の向上 を期待 して い

る。保護者の多 くが卒業生のため に、学校に対す る思 い入れが強 い。

4生 徒の実態

ア 生徒 は、素直で人 なつ こ く気軽 に挨拶 をす る生徒が多 い。

イ 生徒 は、あ まり他人 と競 って まで、向上 しようとい う意識が学習面 において少ない。

ウ 学校生活の中で部活動を大切 にす る生徒が多 い。

工 学習への興味 ・関心を もち、意欲的かつ粘 り強 く取 り組む生徒が少 ない。

生徒 の一般的な傾 向と して、上で述べ たよ うに学習 に対す る興味 ・関心が薄 い面が ある

が、

。授業(単 元)の 導入 と教材 ・教具を工夫す る。

・体験的 な活動を設定す る。

・身近 な生活の中か ら課題を設定す る。

ことによって、生徒 は授業に興味 ・関心を もち、積極的 に取 り組 むのではないか と考え

られ る。

一20一



5単 元学習指導 計画 における仮説 と検証の視点(11時 間)

時 学 習 計 画 各段階における仮説 検 証 の 視 点

! ・回路 によ って電流の ●導入段階を工夫す ることによ ●課題 を もっ ことがで きた

2 流れ方に違いがある り、 自 ら課 題 を もち、 実験 に か 。

3 ことを実験 を通 して 意欲 的に取 り組むことがで き

4 調 べ る。 るで あ ろ う。 また、 様 々な工 ●意欲的 に活動 しお互 いに

(本 時第1時) 夫をする姿勢が身に付 くであ 高 め 合 う ことが で き た

ろ う。 か 。

5 ・回路 を流れ る電圧 と ●実験の結果 を予想す ることに ●今 まで の 学 習 を 元 に 、

6 電流の間の きま りを よ り、調 べ る意欲 が 高 ま り、 しっか りと予想がで きた

7 実験 を通 して調べ 実験 の見通 しを もっ ことが で か 。

る 。 き るで あ ろ う。

8 ・回 路 の 種 類 に よ っ ●グル ープで協力 して作業す る ・お互 い に 協 力で きた か。

9 て、回路の各部分の ことによ り、友達のよさを理

10 電圧と電流の大きさ 解 し、お互いを尊重 する態度

11 が異な ることを実験 が身 に付 くであろう。

を通 して調べ る。

6本 時の学習指導

(1)題 材 「回路 の ミステ リーに挑戦す る」

(2)本 時のね らい

ア 同 じ電球で も、っ なぎ方 によ って明 るさがかわ るとい うことが理解で きる。

イ 興 味 ・関心を もって実験 に取 り組む ことがで きる。

(3)本 時の授業仮説

ア 授業の導入や教材 を工夫す ることによ り、生徒の 「やる気」を引 き出す ことがで きるで

あ ろう。

イ 自分の力で電 気を起 こす実験を通 して 、目に見えない 「電気」 とい う教材を頭 で理解す

るのではな く、体験的 に身体で理解 する ことがで きるであろ う。

ウ グループで協力 して実験を行 うことによ り、友達 と協力す る態度や相手 の考えを尊 重す

る態度が高まるであろ う。
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(4)展 開

＼ 生徒の活動 教師の支援 ・指導上の留意点 検証の視点方法

導

入

(

15

分
)

・学 習 課 題 を っ か

む。

・実験の内容を確認

す る。

・今 日か ら、手 回 し発電機 を使用 して電

流につ いて学習す ることを説明す る。

・演示実験

・手回 し発電機 に豆電球を接続 して、実

際 に発 電 させ て電球 を点 灯 させ て興

味 ・関心 を高め る。

『

・興味 ・関心 を もっ

て授業 に参加 して

いるか。

展

開

(

30

分
)

●プ リ ン トを も ら

い、今 日の内容 の

確認 をす る。

・実験を開始す る。

・実験を終了す る。

・プ リン トを配布す る。

●今 日の実験の説 明をお こな う。

・実験道具を配布す る。

・机間指導を行い、ア ドバイスをおこな

う。

・協 力 して い るか。

・課 題 を も って 取 り

組 ん で い たか 。

ま

と

め

(

5

分
)

・最 後 の 確 認 を す

る。

・実 験 プ リン トを 回 収す る。

(5)評 価

ア 導入 ・教材の工夫によ って、生徒 のや る気 を引き出す ことがで きたか。

イ 協力 して実験 に取 り組 む ことが で きたか。

ウ 他 の人のよい方法を取 り入れて工夫す ることがで きたか。

7授 業仮説 に対する評価

*仮 説1〈 導入 ・教材の工夫～興味 ・関心の もたせ方 〉

この単 元は、電流 という目に見えない ものについていかに生徒 に興味 ・関心を もたせ るか

ということが、導入 にあた り最大の問題 とな った。今までの教科書で紹介 されてい る方法で

は、家庭用の100V-100W.40Wの 電球を直列 と並列 に接続 して、電球の明 るさの違いか ら生徒

の興味 ・関心 を引 き出そ うという設定が一般的であ ったが、本校の生徒 には家庭で電球をあ

まり意識 して使用 している様子がないため、 この方法では関心を引 き付 けることがで きない

と思 い他の方法 に変え ることに した。

そ こで、導入と して、ほ とん どの生徒が使 って いる自転車 に付いている発電機を 自分で回

す とどの くらいの電気を起 こす ことがで きるか挑戦 させ ることによ って、興味 ・関心を もっ

て くれ るだろうと考えた。実際 に授業 に取 り入れ て、試 して みた ところ生徒 は、少 しで も他
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の友達 よ り多 くの電気を起 こす ことに夢 中にな って取 り組み導入 と して非常 に効果的である

ことが検証で きた。

*仮 説2〈 体験学 習の工夫～見えない もの をいかに体験 させるか 〉

電流 ・電圧は、実際 に目に見 ることがで きないので電圧 ・電流計 を使用 して定量的に測定

し、測定値の大小で その大 きさを判断 して いたが、 この方法 だと電圧 ・電流 の理解に対す る

イ ンパ ク トに欠けていた。 しか し、手回 し発電機を使用す ることによ って、同 じ電圧で も流

れ る電流量 によってハ ン ドルを回転 させ る力がず いぶん違 うとい う生徒 自身の体験か ら、電

流 とい う概念に迫 ってい くアプローチの仕方 を身に付 けさせ ることがで きた。

*仮 説3〈 他の生徒 とのかかわ り～好 ま しい人間関係 の育成にっ いて 〉

手回 し発 電機を使用 して、 グループ ごとに協力 して課題 に取 り組 む場を設定す ることに

よって、 それぞれの生徒のよい面や欠けている面をお互 いに補 いなが ら、 ともに高め合い認

め合 ってい く環境が できた。

8成 果 と課題

今回の仮説の最大 の 目的であ る、生徒の興味 ・関心 を引 き付け る導入方法の工夫では、手

回 し発電機 を効果的に教具 と して授業で使 用 したことによって、ほぼその 目的を達成で きた

と考え る。 しか し、授 業は導入 だけの興味 ・関心で終 了す るもの ではない。 教材 は、一人一

人の生徒が系統的 ・体験的 に自 らの思考過程にそ って理解 して こそ意味のあ るもの にな る。

単元全体にわたって生徒が興味 ・関心を もち続 けなが らゼネ コンを使 って系統的 にいかに活

動 させてい くかが、今後の課題 であ る。 また、 この ような授業を継続 して展開 して い くこと

が、生徒に とって 「生 きて働 く力」を育む原動力 とな ると考え る。

冊 研究の成果 と今後の課題

本研究部会ではへ き地の特性、児童 ・生徒の実態、育てたい児童 ・生徒像 などにっいて話

し合いを深め、11年 度研究主題を 「体験的 な活動を生か し、児童 ・生徒の生 きる力を育む指

導の工夫」 と した。 そ して、 この研究主題 に迫 るために研究のね らいを 「児童 ・生徒一人一

人が、学ぶ お もしろさや感動を味 わい、 自ら考え判断 し主体的に問題解決 して い く態度 ・能

力を育てる」 と掲 げ、以下三っの仮説を立て検証 して きた。

1研 究の成果

*仮 説1<興 味 ・関心 を引 き起 こす導入 を工夫す ることによ り、 自 ら学び 自ら課題 を解決 し

よ うとす る意欲が高まるであろ う〉について

(1)導 入で教育機器を用 いて視覚 に訴えた り、一人一人に実験や採集な ど体験的な活動を取

り入れた り、身近な地域素材 を提示 した りす ることで、疑問、驚 き、発 見、感動 が生 まれ、

そ こか ら学 習のお もしろさを実感 させ られる ことが確かめ られ た。

② 体験的な活動を生か した導入の工夫 は、既習の経験 を振 り返 った り、課題意識を もたせ

るために有効であ り、 もっと調べていきたい、 うま く作 りたい、試 してみたい とい った主

体的な学習にっなが ってい くことを 目の 当た りにす ることがで きた。
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*仮 説2〈 学 習活動の中に、他 の人たち と協力 した り意見交換す る場を設定す ることによ り、

共に高め合 ってい こうとす る態度が育 まれるであろ う〉について

(1)調 査や学習実験 、物づ くりなど体験的な学習か らなる一人一人の学びを互 いに交換 し、

グル ープでまとめ ることによって児童 ・生徒が協力 して教え合 い、共 に学び合 う場が 自然

に作 られた。 これ らの学 習が繰 り返 され る ことによ って、共 に高 め合 う態度 が培われて

い った。

(2)発 表を聞 く側が肯定的評価になるよ うに、デ ジタルカメラに収める、メ ッセージカー ド

に書いて送 る、 クイズや質問 コーナーを設 けるな どの工夫をす ると、双方向の学習 にな り、

共 に学び合 う場 と して効果が あった。

(3)共 に高め合 って行 こうとす る態度 の育成は、各教科以外 の生活の場で も、他の児童 ・生

徒 と前 向きなかか わ りを もとうとす る態度につ なが る ことが 明 らか にな った。

*仮 説3〈 地域に根 ざ した体験 的な活動 を取 り入れ ることによって、 より豊 かな感性 が育 ま

れ、地域 社会の一員 としての 自覚を もつ ことがで きるであろ う〉にっ いて

(1)地 域素材 の資料 ・情報収集、採集 などを通 して身近な人 ・物 とのかかわ りが深 ま り、地

域 のすば らしさを見直す きっか けとなった。

② へ き地の児童 ・生徒がやや もす ると不足 しが ちな発表能力を育て るうえで、地域 の人 と

のかかわ りが、その能力開発 の場面 ともな り有効で あることが明 らかにな った。

(3)地 域 のよさを見直す機会が、地域社会の一員 と して の自覚 にっ なが ってい くことを共通

理解す ることがで きた。

2今 後の課題

(1)体 験的な学習活動の推進 を目指 した年間指導計画を作成 し、検証授業を引 き続 き行 い、

子 どもにとって学ぶお も しろさや感動を味わ うことがで きる授業へ と質を高めてい く。

(2)授 業の形態を工夫 し、複数教員 による協力教授や隣接学校 との交流学習 などを試行 して

い くことが必要 である。

(3)事 例によっては、総合的な学習の時間 としての発展 を図 ってい く余地が あると考え る。

参考資料

「お た あ ジ ュ リア」 …一 豊 臣秀吉 の朝鮮 出兵の ときに、 キ リシタ ン大 名西小西 行長 に

よって我 が国 に連 れて 来 られ た貴族 の娘 「おたあ」 の ことで あ

る。 自らも洗礼を受けて 「ジュ リア」 と名乗 る。

その後関 ヶ原の戦いで敗 れた小西行長か ら徳川家康の もとへ身

柄 を移 され たが、 改宗の命令 に従 わなか ったため大 島へ流 され

た。 さ らに、新島、神津島 に移 され、神津島には墓 とされ る石塔

が残 っている。

み た し

「三 田氏 」 鎌倉時代か ら戦国時代 にか けて現在 の青梅市 に当た る地域を支

配 。御岳神社 、塩船観音 など多 くの寺社。仏像等を修理 ・復興 し

た。1563年 、小 田原の北条氏 によって攻 め滅ぼされ る。
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